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ag-textnode-version-id: 18014410441686283ag-textnode-base-id: 11932204299

1 クライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムの
OpenLab CDS 測定のフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ー

OpenLab CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムの通常操作では﻿、分析機器コン
トロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）と OpenLab CDS サ﻿ーバ﻿ー間の接続は有効にな﻿っています﻿。
ユ﻿ーザ﻿ー名﻿、権限﻿、およびロ﻿ールが実行され﻿、ユ﻿ーザ﻿ーはすべてのプロジ﻿ェク
ト﻿、機器﻿、およびデ﻿ータに完全な形でアクセスすることが可能となります﻿。
AIC と OpenLab サ﻿ーバ﻿ー間の接続が切断されると﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードが
作動し﻿、ユ﻿ーザ﻿ーはサンプルの処理を続行することができます﻿。
このガイドには﻿、AIC から OpenLab サ﻿ーバ﻿ーの接続が回復された後に﻿、フ﻿ェイ
ルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ード中に測定されたフ﻿ァイルを Secure Storage に転送する詳細情
報が記載されます﻿。

フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ード
サ﻿ーバ﻿ーへの接続が失われた場合﻿、分析機器コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）上のフ﻿ェイ
ルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで﻿、OpenLab CDS Acquisition を開始できます﻿。このモ﻿ードで
は﻿、ロ﻿ーカルキ﻿ャ﻿ッシ﻿ュで利用できる限定のメソ﻿ッドを使用して﻿、シングルサ
ンプルまたはシ﻿ーケンスを作成﻿、測定できます﻿。
フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ー時﻿、OpenLab CDS Acquisition はデ﻿ータ測定を続行できます﻿。
取り込まれた全デ﻿ータは﻿、完全なサンプル情報とカスタムの列の値とともに﻿、
ロ﻿ーカルデ﻿ィスクに保存されます﻿。

LC/(﻿Q-﻿)TOF 機器と MassHunter アプリケ﻿ーシ﻿ョンを使用する操作の
継続性
サ﻿ーバ﻿ーへの接続が失われた場合﻿、LC/(﻿Q-﻿)TOF 機器は﻿、実行中のシ﻿ーケンス測
定が完了するよう続行します﻿。ロ﻿ーカルキ﻿ャ﻿ッシ﻿ュで利用できる限定のメソ﻿ッ
ドを使用して﻿、シングルサンプルまたはシ﻿ーケンスを作成﻿、測定できます﻿。
フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードでは﻿、MassHunter デ﻿ータ解析によるデ﻿ータ解析はサ
ポ﻿ートされていません﻿。
詳細については﻿、(﻿Q-﻿)TOF 機器﻿、MassHunter アプリケ﻿ーシ﻿ョン﻿、MAM シ﻿ーケ
ンスを使用する操作の継続性 18ページ  を参照してください﻿。
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GC/MS と LC/MS シングル四重極機器を使用する操作の継続性
操作の継続性とフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーは﻿、すべての GC/MS と LC/MS シングル四重
極機器についてサポ﻿ートされていません﻿。これらの機器の場合﻿、フ﻿ェイルオ﻿ー
バ﻿ーモ﻿ードで測定を開始せず﻿、システムが操作の継続性になると実行中のシ﻿ー
ケンスは中断されます﻿。
Agilent では解決策のリリ﻿ースを計画しており﻿、OpenLab CDS 更新の際に﻿、LC/
MS と GC/MS シングル四重極機器が操作の継続性とフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーの使用を
再開できるように予定しています﻿。更新に関するこの問題は﻿、Software Status
Bulletin ペ﻿ージの KPR# 1381839 で常時ご確認いただけます﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/support/Patches/SSBs/M84xx.html
https://www.agilent.com/cs/library/support/Patches/SSBs/M84xx.html
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ag-textnode-version-id: 9007211219957259ag-textnode-base-id: 11965216267

この文書で使用される用語の定義

• OpenLab サ ﻿ーバ ﻿ー ﻿：Secure Storage をホストする OpenLab Server/ECM XT
をインスト﻿ールした PC﻿。これは﻿、クライアント/AIC 上に生成されたすべて
のデ﻿ータ/ログの保存場所とすることもできます﻿。

• （ ﻿OpenLab﻿）中央サ ﻿ーバ ﻿ー ﻿：Secure Storage または Data Server をホスト
し﻿、メインアクセスとなる OpenLab Server/ECM XT をインスト﻿ールした
PC﻿。中央/メインサ﻿ーバ﻿ーを経由してアクセスする﻿、クライアント/AIC 上に
生成されるすべてのデ﻿ータ/ログの保存場所となる他の PC も存在している
可能性があります﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014410474702731ag-textnode-base-id: 11965220747

2 フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードのトリガ﻿ー

• AIC とサ﻿ーバ﻿ーの間のネ﻿ットワ﻿ーク接続が失われている﻿。
• クライアントからサ﻿ーバ﻿ーへの接続﻿、もしくはクライアントから AIC への
接続が失われた場合﻿、測定クライアントが起動中であれば﻿、メ﻿ッセ﻿ージが表
示され﻿、接続が失われたことが示されます﻿。このメ﻿ッセ﻿ージは﻿、影響を受け
た各クライアントの測定ウ﻿ィンドウに表示されます﻿。

図 1: ネ﻿ットワ﻿ーク切断メ﻿ッセ﻿ージの例

• AIC からサ﻿ーバ﻿ーへの接続が失われた場合﻿、キ﻿ュ﻿ーへの追加を試みると﻿、追
加に失敗し接続が失われたことを伝えるメ﻿ッセ﻿ージが示されます﻿。
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注記 サ﻿ーバ﻿ーへのネ﻿ットワ﻿ーク接続が失われておらず﻿、Shared Services﻿、Secure
Storage﻿、もしくは OpenLab Automation などのサ﻿ービスが 1 つでもサ﻿ーバ﻿ー上
でダウンした場合﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードは使用しないでください﻿。サ﻿ービ
スの障害は﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーを使﻿って対処することはできません﻿。
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ag-textnode-version-id: 11966396171ag-textnode-base-id: 11966396171

3 フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードへのアクセス
方法

ag-textnode-version-id: 9007211221134987ag-textnode-base-id: 11966393995

機器の AIC マシン名を識別

機器をフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで実行するには﻿、機器がコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン
されている AIC を識別する必要があります﻿。AIC 名が﻿、接続が失われたという
メ﻿ッセ﻿ージ（﻿フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードのトリガ﻿ー 7ページ  を参照﻿）に記載され
ます﻿。管理レポ﻿ート（﻿コントロ﻿ールパネル﻿）の機器コントロ﻿ーラレポ﻿ートから
AIC を識別することもできます﻿。このレポ﻿ートは﻿、OpenLab Server への接続中
にラボ全体のレポ﻿ートとして出力できます﻿。
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AIC への接続
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ag-textnode-version-id: 9007211221145099ag-textnode-base-id: 11966404107

AIC への接続

AIC 名を取得したら﻿、キ﻿ーボ﻿ード﻿、マウス﻿、およびモニタ﻿ーを AIC に直接接続
するか﻿、Windows リモ﻿ートデスクト﻿ップ接続ユ﻿ーテ﻿ィリテ﻿ィを使用してリモ﻿ー
トで AIC にアクセスしてログインできます﻿。
AIC にアクセスできるユ﻿ーザ﻿ーであれば﻿、測定クライアントと AIC がサ﻿ーバ﻿ー
との接続が失われたときにフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードを立ち上げることができま
す﻿。

フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードにアクセスするには﻿、AIC 上でコントロ﻿ールパネルを
起動します﻿。
• 中央サ﻿ーバ﻿ーとの接続を確立できないときは﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードにア
クセスすることを促すプロンプトが表示されます﻿。

• まだサ﻿ーバ﻿ーへ接続できているときにユ﻿ーザ﻿ーが AIC にアクセスしていた
場合は﻿、コントロ﻿ールパネルを一度閉じて﻿、再度立ち上げてください﻿。
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図 2: フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードへのアクセスを促すプロンプト

注記 フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで実行する全てのアクシ﻿ョンは﻿、「﻿System﻿」ユ﻿ーザ﻿ー
に起因します﻿。これは﻿、どのユ﻿ーザ﻿ーがアクシ﻿ョンを実行しているのか AIC が
判断できないためです﻿。お客様の責任で AIC へのアクセスを管理およびコント
ロ﻿ールし﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで実行されたアクシ﻿ョンのトレ﻿ーサビリ
テ﻿ィを管理してください﻿。
システムをフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで実行しているとき﻿、測定クライアントア
プリケ﻿ーシ﻿ョンの下部に赤いフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードというステ﻿ータスが表示
されます﻿。
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ag-textnode-version-id: 11966580235ag-textnode-base-id: 11966580235

4 フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで使用可能な
フ﻿ァイル﻿、プロジ﻿ェクト﻿、および機器

ag-textnode-version-id: 11966584715ag-textnode-base-id: 11966584715

フ﻿ァイル

AIC は﻿、分析実行時に使用したメソ﻿ッド（﻿﻿.amx﻿、﻿.pmx﻿、﻿.smx﻿）﻿、シ﻿ーケンス
（﻿﻿.sqx﻿）﻿、およびレポ﻿ートテンプレ﻿ート（﻿﻿.rdl﻿）を自動的にキ﻿ャ﻿ッシ﻿ュします﻿。
キ﻿ャ﻿ッシ﻿ュされたフ﻿ァイルは﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで新しいシングルサン
プルまたはシ﻿ーケンスランをキ﻿ュ﻿ーに追加するときに使用することができま
す﻿。
キ﻿ャ﻿ッシ﻿ュにないメソ﻿ッドを使用して分析を行う場合﻿、新しいメソ﻿ッドを作成
し﻿、シングルサンプルまたはシ﻿ーケンスランをキ﻿ュ﻿ーに追加することもできま
す﻿。ただし﻿、新たに作成したメソ﻿ッドは﻿、自動的にサ﻿ーバ﻿ーと同期（﻿ア﻿ップ
ロ﻿ード﻿）されません﻿。お客様の責任で﻿、このようなメソ﻿ッド﻿、および作成され
た結果セ﻿ットとそれらとの関係性の文書化﻿、管理﻿、保存を行﻿ってください﻿。
お客様は﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで新しいメソ﻿ッド（﻿﻿.amx﻿、﻿.pmx﻿、﻿.smx﻿）を
作成し﻿、シングルサンプルまたはシ﻿ーケンスランをキ﻿ュ﻿ーに追加することがで
きます﻿。しかし﻿、これらのメソ﻿ッドは AIC のロ﻿ーカルに保存され﻿、コンテンツ
管理と同期されることはありません﻿。お客様の責任で﻿、結果セ﻿ットとの関係性
を管理し﻿、保存しなければなりません﻿。
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プロジ﻿ェクト
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ag-textnode-version-id: 9007211221330699ag-textnode-base-id: 11966589707

プロジ﻿ェクト

通常の操作では﻿、OpenLab Server への接続が利用できる場合﻿、AIC はプロジ﻿ェ
クトおよびプロジ﻿ェクトグル﻿ープを 30 分ごとにキ﻿ャ﻿ッシ﻿ュします﻿。キ﻿ャ﻿ッ
シ﻿ュされたプロジ﻿ェクトは﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで使用することができま
す﻿。フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで新しいプロジ﻿ェクトを作成することはできませ
ん﻿。

注記 プロジ﻿ェクト/プロジ﻿ェクトグル﻿ープが作成あるいは更新され﻿、同期後あまり時
間が経過していない状況でフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードに切り替えると﻿、それらの
変更がフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで見えないこともあります﻿。それらの変更は﻿、
AIC からサ﻿ーバ﻿ーへの接続が確立した後に同期されます﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007211221348747ag-textnode-base-id: 11966607755

機器

フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで﻿、AIC が管理している機器のみを表示します﻿。

注記 フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで新しい機器を作成することはできません﻿。

注記 ある機器の AIC を OpenLab CDS 3﻿.0 にア﻿ップグレ﻿ードした後﻿、その機器のフ﻿ェ
イルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードを利用可能にするには﻿、OpenLab CDS Acquisition 再起動し
てください﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007211221353611ag-textnode-base-id: 11966612619

5 フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ード時の動作

• プロジ﻿ェクトの作成や変更はできません﻿。
• 機器を作成﻿、コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿、または再コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンはでき
ません﻿。

• システム設定を変更することができません﻿。
• フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ード中﻿、測定およびデ﻿ータ解析の動作には制限がありま
す﻿。
• 通常モ﻿ードでキ﻿ュ﻿ーに追加したランは﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードでは
デ﻿ータ解析でレビ﻿ュ﻿ーすることはできず﻿、またその逆も同様です﻿。

• 通常モ﻿ードでキ﻿ュ﻿ーに追加したシ﻿ーケンスは﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ード
で表示することはできず﻿、またその逆も同様です﻿。

• フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードモ﻿ード中に﻿、通常モ﻿ードでキ﻿ュ﻿ーに追加した
シ﻿ーケンスのスナ﻿ップシ﻿ョ﻿ットを取ることはできず﻿、またその逆も同様
です﻿。

• フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで作成されたアクテ﻿ィビテ﻿ィログのエントリ
は﻿、通常モ﻿ードに戻るとフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーのタグが付けられます

• フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードでキ﻿ュ﻿ーに追加されたシ﻿ーケンスには﻿、デフ﻿ォ
ルトで <I> <DS> ト﻿ークンの名前が付けられ﻿、日時ト﻿ークンが付けられて
いない既存の名前の場合は﻿、最後に <DS> が付けられます﻿。

• 結果の名前には﻿、短い日付のト﻿ークンが選択した名前に追加されます﻿。
• AIC のデフ﻿ォルトの出力先にハ﻿ードコピ﻿ーのレポ﻿ートを出力するには﻿、シ﻿ー
ケンスをキ﻿ュ﻿ーに追加する際﻿、測定クライアントで［﻿ロ﻿ーカルプリンタ﻿ー﻿］
を出力先プリンタ﻿ーとして選択するか﻿、メソ﻿ッドでレポ﻿ートの出力先として
［﻿ロ﻿ーカルプリンタ﻿ー﻿］を指定します

• ネ﻿ットワ﻿ークが回復すると﻿、ネ﻿ットワ﻿ーク接続が復元されましたというメ﻿ッ
セ﻿ージが表示されます﻿。フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードを終了するには﻿、OpenLab
Control Panel と測定クライアントを再起動してくださいというメ﻿ッセ﻿ージが
測定クライアントウ﻿ィンドウに表示されます﻿。
• メ﻿ッセ﻿ージを確認したら﻿、自分のアクシ﻿ョンを完了させ﻿、新しいランを
キ﻿ュ﻿ーに追加することができます﻿。
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• 接続が回復されると﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで収集されたアクテ﻿ィビテ﻿ィ
ログのエントリがサ﻿ーバ﻿ーにア﻿ップロ﻿ードされ﻿、すべてのエントリのユ﻿ー
ザ﻿ー名はイベントを実行した AIC のホスト名となります﻿。
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ag-textnode-version-id: 14282585355ag-textnode-base-id: 14282585355

6 (﻿Q-﻿)TOF 機器﻿、MassHunter アプリケ﻿ー
シ﻿ョン﻿、MAM シ﻿ーケンスを使用する
操作の継続性

(﻿Q-﻿)TOF 機器を使用する操作を継続できるようにするには﻿、以下のようにシ﻿ー
ケンスを設定します ﻿。

1 シ﻿ーケンステ﻿ーブルにシ﻿ーケンスを読み込み﻿、オプシ﻿ョンをクリ﻿ックしま
す﻿。

2 デ﻿ータ解析エラ﻿ー処理を有効を選択します﻿。

3 エラ﻿ーを無視し﻿、続行を選択します﻿。
サ﻿ーバ﻿ーへの接続が失われた場合﻿、LC/(﻿Q-﻿)TOF 機器は﻿、実行中のシ﻿ーケンス測
定を完了します﻿。

デ﻿ータ測定
ロ﻿ーカルキ﻿ャ﻿ッシ﻿ュで利用できる限定のメソ﻿ッドを使用して﻿、シングルサンプ
ルまたはシ﻿ーケンスを作成﻿、測定できます﻿。
シ﻿ーケンスに﻿、MassHunter Qual または BioConfirm のカスタムカラム情報が含
まれている場合﻿、この情報は読み取り専用となり﻿、以前に保存済みの値が使用
されます﻿。
すべてのアクテ﻿ィビテ﻿ィは﻿、機器アクテ﻿ィビテ﻿ィログに記録され﻿、ランキ﻿ュ﻿ー
の詳細に反映されます﻿。

デ﻿ータ解析
フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードでは﻿、MassHunter デ﻿ータ解析によるデ﻿ータ解析はサ
ポ﻿ートされていません﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007211221358475ag-textnode-base-id: 11966617483

7 Secure Storage へのデ﻿ータ転送

フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ード中にキ﻿ュ﻿ーに追加されたランのすべての結果フ﻿ァイル
はキ﻿ャ﻿ッシ﻿ュされ﻿、AIC 上に保存されます﻿。接続が回復されたら﻿、ユ﻿ーザ﻿ーは
特殊なツ﻿ールを使用して﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで測定されたデ﻿ータを中央
サ﻿ーバ﻿ーにア﻿ップロ﻿ードする必要があります﻿。
ネ﻿ットワ﻿ークが回復すると﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで作成されたプロジ﻿ェク
ト結果デ﻿ータをフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ー結果ア﻿ップロ﻿ーダ﻿ーから﻿、手動で Secure
Storage に転送する必要があります﻿。
このツ﻿ールを使用してア﻿ップロ﻿ードできるのは﻿、結果のみです﻿。メソ﻿ッド﻿、
シ﻿ーケンス﻿、シ﻿ーケンステンプレ﻿ート﻿、およびレポ﻿ートテンプレ﻿ートのフ﻿ァイ
ルは﻿、サ﻿ーバ﻿ーへ手動で直接ア﻿ップロ﻿ードする必要があります﻿。

1 このツ﻿ールを立ち上げるには﻿、サ﻿ーバ﻿ーへの接続を再度確立した AIC 上
で﻿、スタ﻿ート  > Agilent Technologies  > フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ー結果ア﻿ップロ﻿ーダ﻿ー
の順にクリ﻿ックします﻿。

2 ユ﻿ーザ﻿ー資格情報の入力が必要な場合があります﻿。

3 このツ﻿ールは﻿、次の場所に保存されている結果を探します（﻿場所は﻿、AIC を
インスト﻿ールしたときにコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンされたプロジ﻿ェクトのル﻿ート
パスに応じて異なります﻿）﻿。
C﻿:\​CDSProjects\​<Project Name>\​Results

有効な結果（﻿﻿.mfx デ﻿ータフ﻿ァイルを含む﻿）を持つプロジ﻿ェクトからア﻿ップ
ロ﻿ードすることができます﻿。
ア﻿ップロ﻿ード可能な結果は﻿、緑色で表示されます﻿。ア﻿ップロ﻿ードできるデ﻿ー
タがないプロジ﻿ェクトは﻿、灰色で表示されます﻿。結果が検出されない場合は
以下のメ﻿ッセ﻿ージが表示されます﻿：ア﻿ップロ﻿ードが必要なフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ー
結果はありません﻿。
プロジ﻿ェクトフ﻿ォルダ﻿ーにアクセス許可のないユ﻿ーザ﻿ーは﻿、そのプロジ﻿ェク
トからデ﻿ータをア﻿ップロ﻿ードすることができません﻿。
プロジ﻿ェクトを選択して﻿、選択プロジ﻿ェクトをア﻿ップロ﻿ードをクリ﻿ックしま
す﻿。
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重複するデ﻿ータはア﻿ップロ﻿ードすることができません﻿。

図 3: フ﻿ェイルオ ﻿ーバ﻿ー結果ア﻿ップロ﻿ーダ﻿ーの例

結果セ﻿ットのフ﻿ァイルがフ﻿ァイルア﻿ップロ﻿ードキ﻿ュ﻿ーを経由し﻿、Secure
Storage へ転送されます﻿。
ア﻿ップロ ﻿ードされた結果セ﻿ットのフ﻿ァイルは﻿、アクテ﻿ィビテ﻿ィログに記録さ
れます﻿。
結果セ﻿ットのフ﻿ァイルはア﻿ップロ﻿ードされると﻿、ロ﻿ーカル AIC ストレ﻿ージ
から削除されます﻿。

注記 再接続時に﻿、切断前の通常モ﻿ードで追加され完了したランは﻿、フ﻿ァイルア﻿ップ
ロ﻿ードキ﻿ュ﻿ーから Secure Storage に自動的にア﻿ップロ﻿ードされます﻿。
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ag-textnode-version-id: 11966623115ag-textnode-base-id: 11966623115

8 トレ﻿ーサビリテ﻿ィ

AIC にアクセスできるユ﻿ーザ﻿ーは﻿、測定クライアントまたは AIC がサ﻿ーバ﻿ーと
の接続が失なわれるとフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードを立ち上げることができます﻿。
フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで実行する全てのアクシ﻿ョンは﻿、System ユ﻿ーザ﻿ーに起
因します﻿。これは﻿、どのユ﻿ーザ﻿ーがアクシ﻿ョンを実行しているのか AIC が判断
できないためです﻿。お客様の責任で AIC へのアクセスを管理およびコントロ﻿ー
ルし﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで実行されたアクシ﻿ョンのトレ﻿ーサビリテ﻿ィを
管理してください﻿。

図 4: System のユ﻿ーザ﻿ーを示すフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ード中の機器アクテ ﻿ィビテ﻿ィログ
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図 5: System のユ﻿ーザ﻿ーを示すフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ード中の注入デ ﻿ータの監査証跡

フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで AIC の「﻿System﻿」ユ﻿ーザ﻿ーがシングルサンプルまた
はシ﻿ーケンスランをキ﻿ュ﻿ーに追加するために新しいメソ﻿ッド
（﻿﻿.amx﻿、﻿.pmx﻿、﻿.smx﻿）を作成した場合﻿、注入デ﻿ータの監査証跡と結果セ﻿ットの
監査証跡がこれらのメソ﻿ッドをフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーとして記録します﻿。お客様の
責任で﻿、メソ﻿ッドと結果セ﻿ットの間のトレ﻿ーサビリテ﻿ィを管理しなければなり
ません﻿。

ネ﻿ットワ﻿ークが回復し﻿、通常モ﻿ードに戻﻿ったあと﻿：
• フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードでキ﻿ュ﻿ーに追加されたシ﻿ーケンスとサンプルには﻿、
機器アクテ﻿ィビテ﻿ィログ﻿、注入デ﻿ータの監査証跡﻿、シ﻿ーケンスの監査証跡﻿、
および結果セ﻿ットの監査証跡でフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーのタグが付られます﻿。

• 機器アクテ﻿ィビテ﻿ィログで﻿、ユ﻿ーザ﻿ー名が System から AIC のホスト名に変
更されます﻿。



8 トレ﻿ーサビリテ﻿ィ

OpenLab CDS 測定フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ー機能の使用 23

図 6: ユ﻿ーザ﻿ー名およびフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ータグを示す通常モ﻿ードの機器アクテ ﻿ィビテ﻿ィログ
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